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明けましておめでとうございます。 

新年を迎え、謹んで至心に檀信徒の皆様のご平安を心より祈念申しあげます。 

 行く年来る年を題した俳句に高浜
たかはま

虚子
き ょ し

の「去年
こ ぞ

今年
こ と し

貫く棒の如きもの」があります。新年を迎えれば、人は

昨日を「去年」、元日からを「今年」と呼んで分け隔てますが、実際に明確な差はありません。それはまるで一

本の棒のように切っても切り離せないものだということです。 

 さて、昨年のお正月号で「一息
い っそ く

生死
し ょ う じ

」のお話をさせていただきましたが、覚えておられるでしょうか。一期
い ち ご

（一生）

には始まりと終わり（生と死）があり、同様に一年、一月、一日にも始まりと終わりが来る。そうして突き詰めていく

と一息にも生と死の繰り返しがあることが分かります。まさに“貫く棒”のように連綿と続く営みです。一息一息にも

臨終があるのだと心得て、日々を大切に生きる重要さを一遍上人は説かれているのです。たった今現在と思っ

ていても、あっという間にそれは過去になります。「今が一番若い」という言葉を掲示板で見たことがありますが、

まさに“今”をかみしめる言葉ではないでしょうか。 

仏教では、時間は刹那（一瞬）にやってきて刹那に過ぎ去るものであると考えます。過去・未来から切り離さ

れた非連続の“今”、この“今”が連続して時の流れを感じるのです。先ほどは生死の繰り返しを棒のようと申しま

したが、棒に見えて実は輪切りの塊
．．．．．

と言えるでしょう。一遍上人はこの時間の考え方から、お念仏の教えを「ただ

今の念仏」、「一遍の念仏」をおっしゃいました。当時、念仏は多く唱えるほうが往生に繋がると考える人も多い

中、一遍上人は数ではなく、一念一念を往生のため大事にする念仏を勧められたのです。ただ今念仏する時

が往生の時であり、それ以外は考えられません。 

 この往生を可能にするものは一体何でしょうか。阿弥陀様の力でしょうか、念仏の数でしょうか、それとも信

心の深さでしょうか。様々な解釈がありますが、一遍上人の答えは、名号「南無阿弥陀仏」です。阿弥陀仏は

覚りを得られたとき、名号を唱えるすべての人々を極楽へ往生させることを誓われました。つまり名号こそが阿弥

陀仏と人々を繋ぐということです。これを時宗では「機法一体の念仏」と申します。機は私たち衆生、法は阿弥

陀仏を指します。ですから口で名号を唱える刹那、私たちは名号をかけ橋として阿弥陀仏と一体となっているの

です。  合掌 

だりよ  時宗
じしゅう

 東岡山
とうこうさん

 福田寺 
 

【ホームページもご覧ください！】

https://kyoto-fukudenji.com/ 

 

 ～今月のおことば～ 

    名号
みょうごう

の外に機法
き ほ う

なく、名号の外に往生なし    一遍上人    

念仏は多いほうが良い？ 

フェイスブックでも 

お知らせを配信します。 

ぜひ“いいね！” 

してください♪ 

南無阿弥陀仏の名号の外に衆生（人間）や仏はなく、また

名号の外に往生もない。名号が全てを包み込んでいる。 

🈠


